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内容の要旨および審査の結果の要旨
間歌的陽圧換気（intermittentpositivepressureventilation，ＩＰＰＶ）に終末呼気陽圧
（positiveend-expiratorypressure，ＰＥＥＰ）を付加した時にみられる腎機能低下につい
ては，未解明の点が少なくない。本研究では，雑種の成熟イヌ３２頭を用い，１時間のＰＥＥＰ
付加によってもたらされた腎機能低下状態における血行動態を明らかにするとともに，その後
の２時間にドパミンとdibutyrylcyclicAMP（ＤＢｃＡＭＰ）を投与して腎機能改善効果を検討
した。また，ＰＥＥＰ付加時の各種ホルモンの変動を３時間にわたって測定し，その結果を検討
した。得られた成績は次の如く要約される。
1．実験を通して，血圧や脈拍は有意に変化せず，クレアチニンクリアランスおよび自由水ク
リアランスにも有意な変化が認められなかった。一方，心係数，腎血流量，尿量およびナトリ
ウム排泄分画（fractioualnatriumexcretion，ＦＥＮa）は，ＰＥＥＰの付加によって有意に低下
した。
２抗利尿ホルモン，レーンおよびアンギオテンシンＨは有意に変化しなかった。しかし，ア
ルファ心房性ナトリウム利尿ペプタイド（a-atrialnatriureticpeptide，α一ＡＮＰ）はＰＥＥＰ
の付加により有意に減少した。α－ＡＮＰの減少は，ＰＥＥＰによる心房の圧迫や静脈還流の減少
によるものと考えられた。
3．ドパミンあるいはＤＢｃＡＭＰの投与，とくに両者の併用によって，心係数と腎血流量は回復
しなかったが，尿量とＦＥＮａは基準値に復した。よって，薬剤投与による尿量とＦＥＮａの回復は，
近位尿細管での水およびＮａ＋の再吸収を正常域にまで減少させたことによるものと思われた。
以上より，ＰＥＥＰ付加による尿量減少は，心係数と腎血流量の低下に伴う近位尿細管での水
とＮａ＋の再吸収の増加によるものであり，α－ＡＮＰの減少もこれに関与している可能性がある｡これに対して，
ドパミントとＤＢｃＡＭＰの併用は,近位尿細管での水およびＮａ+の再吸収を抑制し，尿量を有意に回復せし
めたものと結論された。
本研究は，ＩＰＰＶにＰＥＥＰを付加した際に見られる腎機能低下の病態を解明するとともに，
これに対してドパミンとＤＢｃＡＭＰの併用が有効であることを明確にしたものであり，呼吸管
理学に寄与する貴重な労作と評価された。
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